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水無瀬離宮を未来へつなぐ実行委員会 

代表 髙橋 昌明 

水無瀬離宮の詳細な調査と保護、活用を求める署名のお願い 

 鎌倉時代に後鳥羽上皇がこよなく愛し、政治と文化活動の拠点とした水無瀬離宮は、大阪府島本町に

あります。上皇は承久の乱で鎌倉幕府に敗れて隠岐に流され、武士の世の到来が決定的となりました。

まさに日本歴史の転換点となった事件に関連する重要な場所でもあります。しかし、島本町は近年急速

に開発が進み、水無瀬離宮の実態が明らかにされないまま関連する遺跡が次々に消滅しています。 

昨年末、離宮の中心地である百山の旧関西電力社宅地に、11 階建て高さ 34.5m の高層マンションと

54 区画の戸建て住宅の建設計画があることがわかりました（図の〇部分。新御所推定地）。ここには大

阪府が大正 8年に立てた「水無瀬離宮址」の石碑があり（写真）、島本町教育委員会発行の冊子にも

「後鳥羽上皇水無瀬離宮跡」として紹介されている場所です。しかし、このように島本町自身も離宮跡

と認めている重要な場所であるにもかかわらず、この地はなぜか大阪府遺跡台帳に登録されていませ

ん。そのため、町当局は既存建物の解体工事・新築工事に伴う調査について、積極的に対応していませ

ん。遺構の有無を確認するためには、現状で建物がなく遺構が残っている可能性が高い部分について早

急に試掘調査を実施する必要があります。その上で、今後の建物解体、新築工事に伴う十全な発掘調査

が求められます。工事は 2024年 2 月から始まるということです。このままでは後鳥羽上皇と新古今和

歌集の時代を象徴する重要な地が、ろくに記録されないままなくなってしまうばかりか、この先も同様

の対応が続くようであれば、町の、いや国の宝ともいうべき水無瀬離宮は永久に失われてしまうでしょ

う。今、重要な時を迎えているのです。危機的な現在の状況については、下記 QRコードの記事をご参

照ください。 

私たちは、水無瀬離宮を史跡として恒久的に保護し、未来に伝えたいと考えています。ご賛同いただ

ける方は、別紙、署名簿に自筆にて署名し下記まで郵送するか、自筆署名簿を PDF ファイルにしてメー

ル添付ファイルにて、2月 15日までにお送りください。署名が集まり次第、島本町、大阪府、文化庁に

提出いたします。 
 

《とりまとめ先》〒630-8506 奈良市北⿂屋東町 奈良⼥⼦⼤学 
コラボレーションセンター ⼤和・紀伊半島学研究所 

前川佳代                   
            e-mail: maekawakayo@cc.nara-wu.ac.jp 

  

図：山田邦和 2023『京都の中世史７ 変貌する中世都市京都』吉川弘文館 

（豊田裕章 2016「水無瀬殿（水無瀬離宮）の都市史ならびに庭園史的意義」『中世庭 

園の研究 －鎌倉・室町時代－』奈良文化財研究所）等に所載の図面に加筆され図化 

されている 

写真：大正８年に大阪府が建てた石碑 
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